
2023年度 JMRA オンライン講座

頻発する自然災害に遭いながらも、再生を遂げてきた民家 

6月

 
■講師：建物修復支援ネットワー
ク代表　長谷川順一 
(二級建築士／建築事務所住まい空間
研究所主宰 JMRA会員) 
2004年の新潟県中越地震後、多
くの民家や土蔵が修復の可能性を
検討されることなく解体廃棄され
た教訓から、その後の全国の被災
地において被災建物修復の支援活
動を行う。 
■主な支援活動実績 
2022年 新潟県北部豪雨 
2020年 熊本県球磨川豪雨 
2019年 東日本台風19号水害 
2018年 北海道胆振東部地震 
2016年 熊本地震 
2014年 長野県神代断層地震 
2011年 長野県北部地震 
2011年 東日本大震災 
2007年 中越沖地震,能登半島地震 
2004年 新潟県中越地震

災害大国日本を生き抜く 
民家再生の技術と心得

日本民家再生協会では「被災民家修復支援活動基金」を設立しました

25
(日)

13:30~16:30

[主催] 認定NPO 日本民家再生協会 民家再生技術部会　 

[日時] 2023年6月25日(日)13時30分~16時30分　[場所] オンライン 

[申込先] https://minka.or.jp/news/20230625　イベントページの申込フォームよりお申し込みください 

　　　　本部事務局 Email　info@minka.jp　電話 03-5216-3541　 

[締切] 2023年6月19日　[定員] 50名(先着順) 　締切日までに参加費の振込みが無い場合はキャンセルになります  

[参加費] 1,500円　JMRA会員1,000円　学生無料  申込み時に学生証の写しをメール添付 

[振込先] 郵便振替：00190-0-396443 日本民家再生協会　振込時にお名前をご記入下さい 

　　　　 銀行振込：みずほ銀行 麹町支店 普通 1783193 日本民家再生協会 

[当日連絡先] 080-5099-9160 (高野) 、080-5010-3177( 柿本)  

地震に加えて頻発する水害等の自然災害に対し、被災地で見えてきた民家や
土蔵などの伝統的建築物の底力と再生力。愛着ある民家が地域の町並みやコ
ミュニティと共に生き抜いていく術を学び、一緒に守っていきませんか。 

申込ページQRコード 

講師活動の 
様子はこちら

＜講演コンテンツ＞　 
●民家に組み込まれた「災害対応力」を知る 
　　外力をかわし建物を守る、優れた民家の道理を検証する　 

●「まさか！」の災害遭遇、その時のために 
　　災害に遭う前に知っておきたい、初動対応と公的制度 
●なぜ民家を修復するのか？ 
　　住み慣れた暮らしに戻る　＋　地域復興のエンジンに 
●「全壊」でも修復は可能。被災後の建物対処とは？ 
　　建物を守る？壊す？　調査～応急処置～修復再生の要諦 
●進化する被災地＆建物支援ボランティアのカタチ 
　　未指定文化財にも保全の手、長野、熊本で行われたHybrid救援 

＊講演終了後、質疑応答の時間を設けます　　 

全国各地で被災建物修復支援を行って来られた第一人者より、日頃の備えと、 
民家再生手法、被災者への寄り添い方、活用できる公的支援制度等を学びます 

Zoomミーティング 

https://minka.or.jp/news/20230625

